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⻑⽣きを切り拓く⼝腔ケアロボットに未来につながる臨床研究を！ 
 
 昨年度は、令和 7 年 5 ⽉ 9 ⽇〜8 ⽉ 7 ⽇の 59 ⽇間実施した上記名称のクラウドファンデ
ィングではお世話になり有難うございました。皆様がたのご協⼒により企画は無事成功裏
に終了し、562 万円のご寄付を集めることができました（資料１）。⼼より御礼申し上げま
す。本機の臨床導⼊の様⼦や本機を取り巻く現状を紹介致します。 

最近、あらゆる領域で⼈⼯知能（AI）、ロボティクス（ロボット⼯学）ならびにデジタルト
ランスフォーメーション（DX：デジタル変⾰）の導⼊が加速し、業務プロセス・業態、や
組織・企業⽂化・⾵⼟の在り⽅が激変しつつあります。農林⽔産業から製造業・⼩売業まで、
データの利活⽤と業務のオートメーション化による効率化が広く進展し、サービス業や観
光業ではそれらを利⽤した商品（⾃動運転の⾞、宇宙旅⾏）を売り出す準備を迎えています。
⻭科界においても、⻭周病発⾒ AI や VR鎮痛ゴーグルが実⽤化され、くちの健康管理アプ
リや⻭科診療ボックスは、実⽤化⽬前に迫ります。来⽉〜再来⽉には、ロボティスクを利⽤
した全⾃動⻭ブラシ兼⼝腔刺激マシン、いわゆる⼝腔ケアロボット（試作第 12号モデル：
資料２）が先⾏販売され（企画終了）、今年の秋には⼀般販売の予定です。 
我々は既に 2022 年に当機の試作 8号モデルを⽤い、全⾃動⻭みがきロボットのデンタルバ
イオフィルム（⻭垢、デンタルプラーク）の除去効果を発表しました（資料３）。 



試作第 10号モデルとなり、頬と⾆（⾮売品）の圧⼦が加わり、⼝腔ケアロボット（90 秒磨
き）と改称した本機を、健常者を被験者として⼿みがき(180 秒磨き)や電動⻭ブラシ（120
秒磨き）と⽐較検討した際の有⽤性について昨年の第 67回春季⽇本⻭周病学会にて発表し
ました（投稿中）。来年の今頃には、本機に関わる要介護者の多施設臨床研究に参加中の 60
〜80 名のデータ（⼝腔刺激機能：開⼝量・唾液量・⾆圧、⻭ブラシ機能：GI・PI・PCR、
総合評価：体重・発熱・肺炎・Flu・Cov 調査）が出揃います。そのころには本ファンディ
ング研究企画に賛同・協⼒頂いた皆様への感謝を改めて痛感することでしょう。 
引き続きよろしくお願い申し上げます。 


